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地域で活動する人やこれから活動をはじめようとする人を応援する広報紙「つながる ひろがる」。

今年度は、地域で活動を始めて間もない方の事例を中心に、活動の様子や活動を始めるまでの経緯、参考になる情報

を紹介していきます。第４号は、親子にとって心地よい居場所づくりに取り組む「森のじどうかん」をご紹介します。

『地域のこども＝みんなの子ども、みんなで子どもを育てよう💛💛』を合言葉に『森のじどうかん』の活動は
スタートしました。『森のじどうかん』は、子どもたちが気軽に遊びに来られる地域の居場所として、そしてマ

マたちが「ほっ…」と息抜きのできる居場所を目指して、月１回程度のペースで地域のコミュニティスペース等

でものづくりなどのワークショップを開催しています。

スタッフはご自身も子育て中のママたち３名。自らの経験を活かして地域のみんなで子どもを育てていけるよ

うな居場所を目指しています。

活動の中心となっているワークショップはスノードームづくりなどの工作や、地域の皆様からおすそ分け頂

いた梅を使って、みんなで梅シロップを作るといった季節を感じる体験などさまざま。子どもやお母さんが本

気で楽しめるワークショップにしたい！という思いで家事・子育ての合間を縫って準備を重ねています。

地域とつながる
ワークショップ

森のじどうかんのワークショップ
は、地域の様々な団体や個人とつな
がりながら行っています。地域との
つながりを大切に活動することで、
『森のじどうかん』の活動が広がり、
地域に浸透しているようです。

「梅の実がなりすぎてとりきれ
ない…」という地域の方のお庭に
お邪魔し、梅を収穫。その梅でシ
ロップづくりを行いました。

「梅シロップづくり」

森のじどうかんの活動のようす

「地域ケアプラザ文化祭」

「キラキラ✨きれいな
スノードームを作ろう！」

区の災害ボランティアネット
ワークの方を先生に迎え、防災講
座を開催しました。
猫砂を使った非常用トイレの作
り方の体験では、水を注ぐとブヨ
ブヨと不思議な感触に固まる猫砂
に子ども達は驚きの様子。
先生が創作した物語も真剣に聞
き入り、防災の大切さを学んだよ
うです。

「こどものための防災講座」

森のじどうかん屏風ヶ浦
地区

地域ケアプラザが開催する
文化祭に「ガーランドづくり」の
ワークショップを出店しました。初
出店でしたが、日頃から地域活動を
されている方々に森のじどうかんの
ブースをお手伝い頂くことができて、
そこで新たなつながりも生まれまし
た。

冬にぴったりの〝スノードームづく
り”に参加したのは学校帰りの小学生。
「私はこれがいい！」「それかわいい
じゃん！」など材料選びから終始盛り上
がりっぱなし。
試行錯誤の後できあがったそれは、
子どもたちのセンスが光る作品と
なりました。

◀ ドアや窓・壁を装飾
するガーランド



これまで発行した「つながるひろがる」は区HPに掲載中です。区HPで「つながるひろがる」を検索！
●発行月平成31年3月
●発行元磯子区役所区政推進課 地域力推進担当 TEL:045-750-2398、FAX:045-750-2533

森のじどうかん はじまりまでの歩み
それまで接点の無かった３人が出会ったのは、平成29年度のいそご地域づくり塾（磯子区社会福祉協議会・

NPO法人れんげ舎・磯子区役所が連携して主催する居場所づくりについて学ぶ講座）に参加したことがきっかけ

です。全７回の受講を重ねる中で、想いをともにする３人が集まりました。

活動内容はさまざまですが、どの団体も活動を進めていくうちに地域とのつながりが生まれ、そこから更に

活動に広がりが出ているように感じました。

居場所づくりなどの地域活動では、自分1人で全てやるという事は考えずに、まずは「自分ができることは何

か」を考えて見ることが大切なのかもしれません。地域ケアプラザや区役所７階にある区民活動支援センターに

行けば素敵な出会いや、ワクワクのきっかけが見つかるかもしれませんよ！

H30年度の『つながる ひろがる』では４つの活動を紹介しました。

『地域での活動を始めたい人向けガイドブック』を発行しました！
「何か地域で活動を始めたい！」「自分には何ができるかな」という想いをカタチにするヒント

となるように、「地域での活動を始めたい人向けガイドブック」を作成しました。

新たに地域で活動を始めたい人だけでなく、既に地域で活動をされている方にも読んでいただ

きたい一冊です！下記にて配布していますので、是非お手に取ってみてください。

【配架場所】 いそご区民活動支援センター（区役所７階）、磯子区内地域ケアプラザ、磯子区

社会福祉協議会、コミュニティハウス、地区センター

一緒に活動をしている３人ですが、地域づくり塾に参加した理由はそれぞれの様です

○自分の住んでいる地域にも親子サロンのような心地良い空間ができたらいいな、と思った！

○仕事を退職したことをきっかけに、私に出来ることはないかと考え始めた！

○地域づくり塾の記事を見つけた時、ものすごくワクワクして応募しました！

● 〝森のじどうかん“の名前が決まったことで活動に弾みがついた
活動を検討している間は、現実味が無く、出来るのか半信半疑だった３人。団体名が決まると急に活動が

現実味を帯び始め、急いで準備を始めて、無事初回の活動が開催されました。

森のじどうかんの活動は、スタッフ３人を中心に地域の方々と地域ケアプラザや区社会福祉協議会、区民活動

支援センターなどが支え・協力しながら行われています。そしてワークショップでは子ども達の笑顔とリラック

スして楽しんでいる様子が伺え、まさに「地域のみんなで子どもを育てる」ことを体現しているように感じられ

ました。

● 自分ひとりでは無く、仲間や地域の人たちと一緒に進める

● きっかけは「何かしたい！」「ワクワクする！」という前向きな直感！
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